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１ 本校の概要 

 本校は、昭和 45年に開校し、児童数 691名、24学級（特

別支援学級３学級を含む）であり、「かしこく なかよく 

たくましく」の学校教育目標のもと、学力向上の一環と

して読書活動を推進している。 

   

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

  ・読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

  ・家庭や地域との連携 

 

 ⑵ 本校の実践 

 ア 朝読書（毎週木曜日 8：30～8：40） 

 児童だけでなく担任も一

緒に、学級文庫、中央図書館

図書サービス（クラス貸し）、

学校図書館、児童の個人所有

の本を 10分間静かに読む。 

 

  イ 図書委員会の活動 

・20分休み、昼休みの本の貸

出し、返却 

・本の紹介カードの作成 

（図書館や掲示板に掲示） 

・第２図書館の活用 

（主に低学年が利用できる

ように絵本を多くそろえ、

貸出しも行うようにした） 

・多読賞ランキング 

（集計し、お昼の校内放送

で全校にお知らせし、読書

の呼びかけを行った） 

 

  ウ 読書月間の取組 

   ・図書ビンゴカード 

   ・読書の木の掲示 

 

 エ 図書ボランティアによる取組 

   ・朝自習の読み聞かせ 

（コロナ過のため３学期から各学年月１回位） 

    朝読書の時間に各教室に行き、学年にあった本

の読み聞かせを 10分間行っている。 

   【※コロナ過のため中止になってしまった活動】 

・学期に１回（20分休み）に、パネルシアターや

ぺープサート劇などの「お話会」を開き、手作

りのしおりをプレゼントする。 

・イベントとして、夏休み前にカレンダー作り、

冬休み前にクリスマスカード作りなどを行う。 

   ・図書館の掲示（季節に合わせた掲示物） 

  

 オ 中央図書館サービスの利用 

   ・隔週の金曜日（２時～４時）に開設され、全ク

ラスのクラス貸し、個人や地域の方々の利用が

できるようになっている。 

 

  カ その他の取組 

   ・学校図書館司書を中心として、季節や学習に合

わせた本の配架の工夫 

 

３ 成果と今後の課題 

⑴ 成果 

  第１図書館での貸出しは３～６年を対象として

いたが、第２図書館で低学年の貸出しを行うよう

にしていったことで、多くの児童が、本を楽しみ、

親しむことができるようになった。 

 

⑵ 課題 

  コロナ禍で密をさけるため、利用学年を曜日や

時間で分けてきたため、利用したいときに利用で

きないことがあり、貸出数はあまり伸びなかった。

また、図書館に近い高学年に比べ、図書館に遠い

中学年の貸出し数が伸び悩んだ。今後の状況に応

じて、利用制限を緩和したり、児童が進んで図書

館へ来たくなるような興味をひく取組や本の精選、

児童への紹介方法を更に工夫したりしていきたい。 

図書委員おすすめの本 

読書の木 


